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１ 人口・世帯の状況 

（１）人口の推移・推計 

    全国同様に人口減少時代の影響を受け、年々減少傾向が続く予測となっています。 

資料：第六次多賀城市総合計画 

2015 年までの数値は国勢調査（総人口には国勢調査時点での年齢不詳者を含む。）、2020 年以降の数値は社人研推計値

＊社人研推計値…国立社会保障・人口問題研究所（社人研）による将来推計人口であり、人口変動 

要因である出生、死亡、国際人口移動について、それぞれの要因に関する実績統計に基づいた人 

口統計学的な投影手法によって男女年齢別に仮定を設け、推計している。 

＊市将来展望…現状分析で把握した課題を踏まえつつ、市民の結婚・出産・子育て、都市計画等、 

目指すべき将来の方向を提示し、自然増減や社会増減に関する見通しが立つよう推計している。 

'00年 '05年 '10年 '15年 '20年 '25年 '30年 '35年 '40年

総人口 61,457 62,745 63,060 62,096 60,574 58,416 55,776 52,742 49,377

年少人口（0～14歳） 10,031 9,816 9,453 8,769 8,069 7,384 6,786 6,177 5,647

生産年齢人口（15～64歳） 43,779 43,320 41,769 39,634 37,315 35,311 33,113 30,419 27,027

老年人口（65歳以上） 7,631 9,600 11,531 13,691 15,190 15,721 15,877 16,146 16,703
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社人研推計値＊

（人）

'00年 '05年 '10年 '15年 '20年 '25年 '30年 '35年 '40年

総人口 61,457 62,745 63,060 62,096 61,956 61,418 60,649 59,703 58,563

年少人口（0～14歳） 10,031 9,816 9,453 8,769 8,184 7,803 7,536 7,652 7,878

生産年齢人口（15～64歳） 43,779 43,320 41,769 39,634 38,273 37,140 36,047 34,210 31,912

老年人口（65歳以上） 7,631 9,600 11,531 13,691 15,499 16,475 17,066 17,841 18,773
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（２）人口の移動率

    仙台市近郊の住宅都市であり、転入・転出が多く、県内市町村では高い状態が続いて 

   います。 

※移動率＝移動者数÷ 

                              当該年度の 12月末人口 

（３）世帯の状況（世帯数と人員の推移） 

    平成 31年度時点で 27,219世帯となり、年々微増傾向が続いています。一方で、1  

   世帯あたりの人員については、低く推移しており、核家族及び単身世帯の割合が多く、 

今後も増加が続く見込みです。 

（４）健康寿命＊の状況

    平成 27年～29年の健康寿命は、宮城県と比較すると、男性は長く、女性は短い状況 

です。 
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資料： 

宮城県震災復興・企画部統計課 

住民基本台帳人口及び世帯数（年報） 

資料： 

宮城県震災復興・企画部統計課 

住民基本台帳人口及び世帯数（年報） 
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資料： 

データからみたみやぎの健康 

（世帯） （人）

（歳）

＊健康寿命…健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間を指す 

年度 移動率（％） 県内市町村順位
H27 13.16 第2位
H28 13.53 第1位
H29 13.19 第1位
H30 13.37 第1位
H31 13.05 第1位

第２章　多賀城市の現状

9



２ 出生・死亡の状況 

（１）出生・死亡の数及び率（人口 1000 人あたりの出生数・死亡数） 

出生数は平成 27年度から減少しており、今後も減少傾向が続くものと予測されてい 

ます。また、高齢化に伴い、今後、死亡数が増加していく状態が続く見込みです。 

（２）原因別死亡率（人口 10 万人対）の状況 

    死因の第 1位は悪性新生物（がん）であり、年々増加している状況です。次に、心疾 

患、脳血管疾患が続き、生活習慣病関連等での死因が多い状況です。 

617 594 536 597 514

513 533 544 556 544

9.89 9.50

8.58

9.55

8.248.22 8.53

8.71

8.90

8.72

0

2

4

6

8

10

12

0

100

200

300

400

500

600

700

H27 H28 H29 H30 H31

出生数 死亡数 出生率 死亡率 資料： 

宮城県震災復興・企画部統計課 

住民基本台帳人口及び世帯数（年報） 
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資料： 

宮城県衛生統計年報 

（人） （‰） 
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資料： 

多賀城市、宮城県平成 28～31 年度：法定報告値 

全国平成 28～29 年度：厚生労働省 特定健診・

特定保健指導の実施状況（全国・保険者別） 

全国平成 30 年度：国民健康保険中央会速報値 
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３ 各種健（検）診の受診状況 

（１）多賀城市国民健康保険特定健康診査の受診率 

例年 49％前後で推移しており、宮城県や全国の平均受診率よりも高い状況です。 

（２）多賀城市健康診査の受診率 

  年々微増傾向で推移しており、「多賀城市国民健康保険特定健康診査」同様、宮城県の 

平均受診率よりも高い状況が続いています。 

（３）協会けんぽ＊特定健康診査の受診率

    年々増加傾向にありますが、宮城県の平均受診率より低い状況です。 

資料： 

後期高齢者広域連合 

健康診査市町村別受診状況一覧 

資料： 

データからみたみやぎの健康 

＊協会けんぽ…全国健康保険協会を指す。会社員とその家族が加入する被用者保険の一つ 
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多賀城市、宮城県平成 28～31 年度：法定報告値 

全国平成 28～29 年度：厚生労働省 特定健診・特

定保健指導の実施状況（全国・保険者別）  

全国平成 30 年度：国民健康保険中央会速報値 
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（４）多賀城市国民健康保険特定保健指導の実施率

   近年 19％前後で推移しており、伸び悩んでいる状況が続いています。宮城県の平均実 

施率をわずかに上回っている年度もあるものの、全国の平均実施率を大きく下回ってい 

ます。 

（５）協会けんぽ特定保健指導の実施率 

   20％前後を推移し、宮城県の平均実施率よりもわずかに高い状況が続いています。 

資料： 

データからみたみやぎの健康 
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４ 医療費の状況 

（１）国民健康保険被保険者一人当たり医療費 

    年々増加傾向にあり、宮城県の平均よりも高い状況で推移しています。 

（２）後期高齢者医療一人当たり医療費

    近年減少傾向にありますが、宮城県の平均よりも高い状況で推移しています。 

５ 介護保険の状況 

（１）介護保険給付費の推移 

  30 億円を超え、超高齢社会に伴い年々上昇傾向にあります。 
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資料： 

国民健康保険・後期高齢者

医療の概要 

資料： 

国民健康保険・後期高齢者医療の概要 

（円） 

（円） 
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資料： 

多賀城市保健福祉部介護福祉課 主要な施策 

（千万円）
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要介護１

要支援２

要支援１

H27 H28 H29 H30 H31

脳血管疾患 46.9 45.7 50.0 36.4 65.4

がん（末期） 18.8 17.4 14.6 28.8 15.4

初老期における認知症 12.5 8.7 10.4 9.1 7.7

パーキンソン病関連疾病 6.3 6.5 2.1 6.1 3.8

脊髄小脳変性症 3.1 6.5 2.1 3.0 3.8

多系統萎縮症 6.3 4.3 4.2 1.5

その他 6.3 10.9 16.7 15.2 3.8
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（２）要介護・要支援者認定状況 

年々、多賀城市要介護・要支援者が増加傾向にあり、特に要介護１の認定者数の増加 

  が顕著です。 

（３）要介護・要支援認定の原因疾患（第２号被保険者） 

脳血管疾患によるものが約半数を占め、続いてがん（末期）が多い状況です。 

第２号被保険者 

40～64 歳 

資料： 

多賀城市保健福祉部 

「ふくし」（令和２年度） 

2,289 2,298 2,379 2,439

（人）

資料： 

塩釜地区消防事務組合 

＊脊髄小脳変性症…小脳を中心とした神経の変性によって生じる疾患の総称 

＊多系統萎縮症…非遺伝性の脊髄小脳変性症に対する総称 

＊ 

＊ ― 
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